
福岡県乳幼児聴覚支援センター 電話相談内容 

2021 年 1 月 16 日～5月 31 日：18 件の相談 （開所より 4 カ月半。月平均 4件） 

【養育者関係からの相談】 

 リファーと言われ、子どもにどう接したら良いか分からない。（新スク後の不安） 

 精密医療機関への受診の間、何をしたらよいのか？同じ内容で 2 件。（新スク後

の不安） 

 3 カ月児。両耳とも音への反応がないといわれた。大学病院を紹介され、療育機

関の予約をとっているが、2 カ月待ちで不安。（二次検査機関から精密医療機関

までの不安） 

 子育てへの不安。養育者が対象児へ虐待を疑う発言があり、了解を得て、担当

行政へ連絡。（育児放棄の疑い。助けを求めてきている。） 

 3 カ月児。片側性難聴と言われた。難聴の原因を知りたいが必要ないと言われた。

見放されたような気持になった。相談できる医療機関はないか？（医療機関の不

十分な対応） 

 1 歳になるのを待って、人工内耳手術予定。それまで何もしなくてよいのか？（医

療機関の不十分な対応） 

 1歳 5か月児。名前を呼んでも振り向かないことがある。どうしたらよいか。新スク

は両耳ともパスであった。（遅発性難聴の疑い） 

 3 歳児。構音障害に不安を感じているが、様子をみるように言われた。難聴を含

め精査機関はないか？（音韻・言語発達への不安） 

 2 歳児。言葉の遅れがあるが、小児科で相談しても、もう少し様子をみてはどうか

と言われる。詳しく調べたことはない。どうしたらよいか？（音韻・言語発達への不

安） 

 5 歳難聴児。知的障害を合併していると言われ、家族としての関わりに悩んでい

る。（療育機関へ連携） 

 

【転居による相談】 

 小児科より問い合わせ。県外から転入。精密医療機関を紹介して欲しい。 

 1 歳児。養育者より問い合わせ。補聴器装用。他県から転入。相談できるところを

教えて欲しい。 
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【行政からの相談】 

 1 カ月半児。産科で必要ないと言われ、新スクを受けていない。母親は受けたい

と希望している。どうしたらよいだろうか？（新スク未実施例） 

 3歳の難聴児。市町村担当課より知的遅れの疑いもある、近隣の施設を紹介して

欲しい。（施設の相談） 

 他の自治体の新スクの助成金について知りたい。（行政としての質問） 

 

【その他】 

 産科：精密医療機関の検査予約が取れない（新スク後の対応について） 

 成人：聴覚情報処理障害で日常生活に困っている、対応する医療機関はない

か？（成人の難聴の相談） 

 12 歳の人工内耳装用児。補聴支援システムを申請したが、許可されないことへ

の不満。（行政への不満） 

 

 




